
 (別紙1) 

 

校内の指導体制および関係機関 

 

１ いじめ問題の重大性をすべての教職員が認識し、校長を中心に「いじめを生まない土壌づくり」のため

の「予防的」「開発的」な取り組み（人権教育、体験教育、特別活動等）を学校全体で組織的に展開する。

（未然防止） 

２ 「いじめ対応チーム」を設置し、そのチームを中心にとして、教職員全体で共通理解を図り、学校全体

で総合的な対策を行う。 

(1)  いじめの態様や特質、原因、背景、具体的な指導上の留意点などについて職員会議や校内研修の場で

取り上げて、職員間の共通理解を図る。 

(2) いじめ問題について、特定の教職員が抱え込んだり、事実を隠したりすることなく、報告・連絡・相

談を確実に行い、学校全体で組織的に対応する。 

(3) 組織が有効に機能しているか定期的に点検・評価を行い、生徒の実態に応じた取組ができるように改

善に努める。 
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＊定例のいじめ対応チーム会議は、学期に1回行う。 

  ＊いじめ事案の発生時は、いじめ対応チームを召集し、緊急対応会議を開き、事案に応じて調査班・対応班

を編成し対応する。 

 

 

情報提供 

協力依頼 

  

＜校内組織＞ 

・総務部 

・教務部 

・生徒指導部  

・進路指導部 

・保健環境部 

・各学年 

・各科科長 

 

 

＜平常時構成員＞ 

校長、教頭、総務部長、教務部長、生徒指導部長、進路

指導部長、保健環境部長、各学年主任、 

各科科長、養護教諭、キャンパスカウンセラー等 

＜調査班＞ 

学年主任、生徒指導部担当、 

担任、学年指導係、養護教諭等 

＜対応班＞ 

学年主任、担任、教育相談担当、

学年教職員、部活動顧問等 

キャンパスカウンセラー 

 

いじめ対応チーム 

＜保護者・地域との連携＞ 

・学校評議員会 

・PTA 

・曽根町青少年補導委員協議会 

・校区内小・中学校 

・加印地区内高等学校等 

・管轄警察署 

・県教育委員会 

緊急対応会議 

連絡・報告 

いじめ 

発生把握 

緊急時構成員 

＜渉外班＞ 

校長、教頭、総務部、各科科長等 


